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学位論文題目 動揺病の実態に関する研究
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〔研究目的〉

動揺内の実際についての精しい研究は少なく，その尖態については，なお不明な点が多いため，著

者は多人数を対象として，各方面より，この :EIj揺病の実態を探求する目的で研究を行なった口

〔研究方法並びに成績〕

1 )大阪府下， -!Ïi 内 976 ， 602名の学校生徒を対象として，学竜の乗物酔いの実際を統計的に観察したQ

その発生率は小学生2.4996，中学生2.4096，高校生2.1196，特殊学校生3.01タム総計22 ， 700名， 2.30 

Mである。 女子は男子の約 2 倍の発生率を示し， Th内は郊外の 2 倍の発生率であった。 小学生で

は高学年程多く， 6 年生では3.60%を示した。聾学校では酔うものは殆んどなかった。 (0.005%)

酔う乗物の種類はパスが圧倒的に多く， 80%であった。酔い易い体質としてブランコに酔うもの

(49タb) 動くものをみると気分が悪くなるもの，凪邪，下痢，便秘、，脳貧血を起し払いもの，等がみ

られた。酔う人の家族では，母親が4996，姉妹が275訴と全体の 3/4 が女性の家族であり，女性の酔

い易さを示したD 酔の症候は一過性の自律神経機能障害によることを示した

2) 船酔については，航海訓練生 307名のニュージランド航海，ハワイ航海，長崎航海に同呆して観

察した。船酔発生状況は軽度より強度のものまで，その船酔程度を毎日記録すると共に，船体動揺

を加速度計に記録して比較検討した。船酔発生は出航直後船体動揺が上下直線加速度 0.05g と比

較的小さいにかかわらず各航海ともに半数近く認められた。航海途中では荒天で船体動揺が大とな

ると船酔が多発した。この時の上下直線加速度は最高 0.43g と迷路刺激闘値の43倍にも達した。

帆船(日本丸)では横方向の加速度が大で，ローリングのため角加速度も軽度ながら迷路刺激闘値

に達することをみた。船酔症候は次の様なものがみられ，その発症順序を統計的に観察すると，顔

ほてり，説草，あくび，頭痛，生唾，冷汗，便意，胃部膨満感，顔面蒼白，悪心，無力感，フラフ
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ラ感， p匝吐，の順序であった。船酔の誘因には種々一般状態不良(睡眠不足，風邪，胃が悪い，下

痢便秘，二日酔)映覚刺激(ガソリン，ペンキ，炊事の匂い)視覚刺激(計器測定，読書)等が関

与するのをみた口

3 )パス酔については児童 195名の研修旅行に同乗して観察した口車体動揺が大なる時に多発する乙

とをみた。(最高上下直線加速度 0.7g) また頚をひねるような無理な動作をすることが， その誘

凶となるのをみた。

4 )各種乗物の動揺を，加速度と動揺周期とについて測定観察した。乗物の種類は，汽船，帆船，交

通艇，市電，私鉄，国鉄，市バス，観光パス，外国産乗用車，国産乗用車であった。動揺の加速度

の大きさ以外に動揺の周期の大きさも酔の発生に関与する乙とをみた。すなわち動揺周期の大きい

呆物の方が酔い易い。(陸上の乗物より船，市バスより観光ノfス，国産乗用車より外国産乗用車)

5 )航海訓練生300名につき，平静時自律神経機能検査を，脈時数，最高血圧，最低血圧，舌下温度，

11長波分泌量，子学電気伝導度，前牌電気伝導度， Schellong テストの 8 項目について行ない，これ

を Wenger 氏法にならって自律神経緊張型を分類し，酔い易いものと，酔いにくいものについて

対比した。しかし両群の聞に著差は認められなかった。

6 )航海訓練生80名について，船酔を起した時の自律神経機能測定値と平静時自律神経機能測定値と

を比較検ヰした。半数の15名において，平静時測定値の標準偏差をこえて変動するものを認め，そ

のうち交感神経緊張方向へ変動するものが 4 名(13%) 副交感神経緊張方向へ変動するものが 2 名

(7 96) ある検査項目は交感神経緊張方向へ，ある項目は副交感神経緊張方向へと，不定の変動を

するものが 9 名 (3096) 変動しないものが15名 (50巧)であり，交感神経緊張方向へ変動するもの

が，副交感神経緊張方向へ変動するものより多いのをみた。

7 )航海訓練生および同乗者 312名について，矢田部ギノレフオド性格調査を行ない，酔い易いもの

は，酔いにくいものに比較して，のんき，衝動的，恥しがり，隠とん性，若しい気分の変化があ

る，何事にも不適応感が強い，倶先日、的，反省的，自己または他人を分析する，等の傾向があること

を認めた。

8 )児童，成人20名(酔い払いもの10名，酔いにくいもの10名)を対象として，振子様回転検査を行

なった口回転時眼球運動は電気眼振計 (ENG) に記鈷した。振子松回転は振幅45 0，周期 5 秒，暗

所，開眼にて行なった。回転時眼球偏位は酔い易いもの2.15 士 0.66，酔いにくいもの0.98土 0.47 と

酔い払いものに著明に現われるのをみた。

9 )児童88名と，航海訓練生 210名とについて，動揺病の予防対策として 7%重曹水静脈注射の予防

効果を検討し，その有効率は，それぞれ92% と 96巧であったのを認めた。また各種薬剤についても

予防場果を検討したが，ボナミンが最もよかった。 (81%)

〔総括〕

&JJ揺府の実態に関する研究をおこない以上の成績をえた。
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論文の審査結果の要旨

動揺病の基礎的研究は既に精細に行なわれているが，その実態についてはなお不明な点が多く，若

者はこの方面検討の目的をもってこの研究を行なった。統計的調査として大阪府下全学生 977 ， 602名

を対象として釆物酔の状況を観察した口采物酔に悩まされる学童はかなり多く，その発生率は2.3096

であり，女子は男子の約 2 倍，市内の学童では郊外のものの約 2 倍を示した。種々な疾患、あるいは体

質の虚弱児は酔い易く，聾唖の学童はほとんど酔わなかった。航海訓練生 307名を対象に訓練航海 IIJ

の船酔の実態を検討し，出航直後の数日間船酔を覚え易く，その後においては荒天/J~:動揺が大となる

時，船酔が多発した。この際船酔症候が観察され一過性自律神経機能障古に基因することが認められ

た口釆物の動揺に基づく動揺病は主として直線加速度によってる:起されるが，この際心身的不首足，

1臭覚刺激，視覚刺激も脇役的な影響を与えることが観察された。各種乗物についてその加速度と動揺

周期を測定した結果，動揺病は動揺j司 JWが大となると起りよllいことを推定した。航海訓練生の臼律神

経機能を Wenger 氏法により検査し，乙れにより酔い払いものと酔い難いものを区別するのが困難

なことを認めた。航海訓練生につき矢田部・ギノレブオド性絡調査を行ない酔い易いものの性格特徴を

知ることができた。振子椋回転検査で i記録される眼球偏位は酔いbjいものでは若l引に大きいものを認

めた口航海訓練生および学童について動揺病の予防として 796豆曹水静注を行ない，その極めて有効

な乙とを確証した口

本研究は動揺病について多数の人を対象とし，種々な乗物のJ易合について検討し，従来IYJ瞭でなか

った動揺病の実態を明らかにしたものである。
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